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緊急事態宣言解除後、感染対策を講じながら少しずつ活動が開始されています。 
まだ先を見通せない状況が続いていますし、ボーイスカウトを取り巻く情勢も様変わり
しなかなか以前のようには戻りません。そのような中で様々な工夫をしながら先へ進む
べく努力をしています。 

発行：目黒１団・団委員⾧ 高 根 博 信 
団本部：目黒区中目黒 5-24-53 祐天寺内 
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     冬の恒例行事、東京連盟の｛ローバースカウト１００キロハイク｝は、新型コロナウイルスのため

昨年は開催できませんでしたが、今回は大会ルールを変更しての開催となりました。今までのように決まった

コースを徹夜で歩くという形をやめ、各自でコースを決め、夜間もやめて 2 日間にわたり合計 100km を歩く

ことが目標で、アプリを用いて歩行記録を取ります。そして、2 日間合計 24 時間で 100km の道程を歩き通

すという形になりました。実施は 1 日目（13 日（土）7 時～19 時）・2 日目（14 日（日）7 時～19 時）で

した。 

目黒１団からはローバー隊の柴田スカウト、成澤スカウトの２名が参加しました。この結果二人とも「完歩」、

しかも成澤スカウトは全体の総合順位において「２位を１時間程度引き離した断トツの１位！！」でした。 

柴田スカウトも前回は途中リタイヤでしたが今回は完歩を成し遂げることができました。 

二人ともおめでとう！！ 弥栄！  弥栄！   弥栄！ 

 

なお、当日の成績一覧は下の表（東京連盟のページより）のとおりです。 

 

Sibata scout 

Narusawa scout 

Sibata scout 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローバー隊・柴田スカウト 

 

今回第 54 回東京連盟ローバー100km ハイクに参加しました柴田です。このような状況下において開催方

式の検討や運営を行っていただいた関係者の方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

今回は例年とは違い歩行時及びチェックポイントでの人の密集を避けるため、参加者個人がルートを策定し、

スマートフォンの GPS 機能を利用した計測アプリで自分が歩いた距離と時間を計測し、大会本部に送信する

という現代の技術を生かした大会となりました。また、深夜帯を避けるため、2 日間に分けて歩行するという

日程を取りました。計測アプリは歩いた軌跡だけではなく、歩行ペースなども計算して表示できるものとなっ

ており、歩行の手助けとなりました。2 日間に日程が分かれる形は、前回参加した際にしばらく足を止めてし

まうと足が動かなくなりましたので一度夜を挟んでしまうと再スタートできなくなってしまうのではないか

と心配していましたが、思いのほか足は軽く、無事に歩くことができました。 

 

私は 1 日目と 2 日目で違うルートを策定し、1 日目は自宅から東進し、スカイツリーやお台場などを経由し

ながら皇居方面に進み、新宿駅前を通過し、自宅へ戻るというルートを取りました。このルートの特色は、比

較的傾斜が少なく観光出来ることが多いところです。途中 30 キロから 40 キロの区間では、空腹により頭が

回らなくなってしまい立ち尽くしてしまいました。軽食を取ることで何とか回復し、歩き続けることができま

した。 

2 日目は自宅から羽田空港方面に向かい、環八通りに入った後高井戸まで北上し、井の頭通りに入り新国立

競技場を経由し自宅へ戻るルートを取りました。環八通りの区間では 20 キロを超える直線区間であり風景も

変わらない中、膝の痛みが出てきてしまい精神的にも肉体的にも厳しい状況となりました。心の中では「高井

戸についたらやめよう」など思っている状況下で、成澤さんがゴールをしたという情報が入りました。私はそ

れに驚いてしまい、途端に頭が覚めてしまいました。また成澤さんが瀬田から高井戸まで(7km ほど)一緒に歩

いてくださり、彼女のタフさに驚くとともに勇気付けられました。この様な事があり、私は 2 日目に予定して

いたルートを歩ききることができ、2 日間で無事 100 キロの道のりを完歩することができました。 

 

今回は 2 回目の参加で初めての完歩となりました。ローバー隊の大滝隊長や、飯島さんの応援もあり、この達

成感を味わうことができました。本当にありがとうございました。 

 

ローバー隊・成澤スカウト 

 

11 月 13,14 日の２日間で第 54 回 100 キロハイクに参加しました。今年は新型コロナウイルスの影響に

より２年ぶりの開催となりました。また、例年は定められたコースを歩いていましたが、今回は自分で作った

100 キロのルートを 24 時間で歩くものでした。 

 

1 日目、緊張で心鳴り止まぬまま家を出ました。100 キロという数字は全く想像もつかず不安しかなかった

のですが、完歩することを目標に未知の挑戦の一歩を踏み出しました。 

二子玉川を経由して多摩川沿いを歩いて 65 キロ地点の奥多摩駅を目指しました。30 キロ地点を越えると、

足に疲労が蓄積しているのを感じました。コンビニに寄った際に数分足を止めていると、筋肉がかたまってし

まい歩き出しに違和感を感じるのです。初めての感覚に驚くと同時に、足を止めてはいけないという危機感を

感じました。50 キロ付近では、日が落ちた山道に心折れそうになりました。でも、一緒に歩いているメンバ

ー同士で励まし合いながら奥多摩駅までの坂を登り続けました。ラストスパート、驚くべきことに気づかない

うちに走っていました。自分でも信じられませんでしたが、歩くために使う筋肉が動かなくなり、最終的には

走るという選択をしていました。スタートして 12 時間、65 キロ地点まで歩くことができました。 

 

満身創痍で迎えた 2 日目、案の定下半身が筋肉痛で思うように動かない中スタートしました。あんな不恰好

な歩き方があるのかと今でも自分を疑います。2 日目は家から羽田空港を経由してレインボーブリッジを渡り

お台場を目指すコースでした。足も体力も限界でしたが、気持ちと根性で進んでいたような気がします。でも、

朝日に包まれる羽田空港やレインボーブリッジから見る景色は美しく輝いていました。そして、100 キロの

壁に挑戦して 17 時間 45 分、無事に 100 キロを完歩することができました。 

 

正直、クリアできるとは思っていなかった挑戦でした。しかし、2 日間に渡ってサポートしてくださった大

滝隊長と飯島副長、励まし合った柴田さん、団の皆さんの応援のおかげで達成することができました。 

みなさんには感謝の気持ちでいっぱいです。今大会最速 100 キロ到達者として、目黒１団のハイキングを盛

り上げていきます！！ 

完歩を成し遂げた２名のスカウトより 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月３日（祝）、「山手地区ラリー2021」が開催

されました。今年もコロナ対策のため昨年と同様に

「全体集合は行わず、QR コードを利用したリモー

トラリー形式」で行われました。 

各団ごとに縦割り混成班を組み、区内の公園など

に配置された QR コードを読み取ることにより問題

を入手し、回答を本部へ送信するという形式のポイ

ントラリーです。今年は本部・必須ポイントの不動小

学校を中心に配置された２８か所の公園などを、必

須と４つ以上のポイントを回り、時間内にいくつの

ポイントをクリアできたか！課題の正解率は！で勝

負します。 

当団は祐天寺を集合・解散場所とし、２つの班を組

みました。まず、近くの「せせらぎ公園」へ移動し参

加エントリー後スタートしました。両班とも必須の

不動小学校を目指しながら最短で途中の公園を攻略

する作戦です。スタートの次からは目指した公園は

違いましたが結局ほとんど同じようなところを通過

しました。ポイント数をこなす班と正解率を目指す

班に分かれたのも面白い点でした。不動小学校に近

づくと他の団にも出会うようになり、地区の行事を

実感できるようになりました。小学校では記念品の

チーフリングをいただきました。当初予定のポイン

トをこなしてもまだ時間があったので追加で数か所

回り、１２時を過ぎたところで終了として祐天寺に

戻りました。 

お天気にも恵まれたくさんの公園を遊びながらめ

ぐることもできて楽しかったようです。 

なお、今回のラリーには１７９名１９班の参加が

あり、成績は班別で５位と１１位でしたが、団全体の

総合で３位でした。 

11 月 21 日（日）ビーバー隊は横浜の「野毛山動物園」に行って来ました。祐天寺駅に集合し、東横線・京急

線と乗り継いで、日の出町駅から元気に動物園へ。宣言明けでソコソコの人出です。早速お目当てのレッサーパン

ダへ！丸まっていてなかなか顔が見えません。ビーバーは動物より先に「お腹が空いた！」そこでまずはおやつタ

イムから。隊長からお菓子をもらい一休みしたところでいよいよ見学開始。 

昔走っていた横浜市電の車両に乗ったり、ライオンの咆哮に驚いたり。キリンやフラミンゴ、いろいろなお猿さ

ん、爬虫類などなど興味深く見ました。自粛明けで大勢の家族連れ、お年寄りの団体も、どこかのカブスカウトも

大勢いました。できれば動物ふれあい広場で遊びたかったのですが、コロナのため中止中でした。 

12 時近くになりそろそろお腹も空いてきましたが、園内が混んでいるので隣接する「野毛山公園」に移動。展

望台に登って横浜の風景を見渡し、芝生広場でお昼ご飯にしました。このころから少し気温も下がり始め雨も心

配なので急いで撤収、降る寸前で祐天寺に帰着しました。なお、行き帰りとも東横線と京急線を使いましたが電車

好きのビーバー君は動物よりこっちの方が良かったみたいですね(笑) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ボーイ隊は、寒さも一段と増した 11 月 28 日に祐遊広場で集会を行いました。 

今回の集会では一人一人が前もってレシピを考え、自分たちで買い出しに行き、もちろん火起こしから調理も

行い、自分たちの昼食として食べることが目的でした。コロナ禍になってから 1 度もキャンプに行けておらず、

久しぶりの火起こしとなりました。焚き付けの新聞紙についた火がなかなか巻きに燃え移らず、リーダー達に教

えられながらの火起こしになりましたが、スカウトたちは要領を思い出しながら薪をくべて火加減を調整し、最

終的には無事食べられるものが出来たので安心しました。 

 

（安藤スカウト） 

私が今回作ったのは、ご飯、大根と油揚げのみそ汁、スクランブルエッグベーコン添え、鮭のホイル焼きです。 

火が消えていないか様子を見つつ、料理を進め、火が消えかかると急いで木材を増やしの繰り返し作業だった

のでかなり大変でした。それに受験の間、休隊していたため、飯ごうで米を炊く経験が少なかったため、火加減

の調整が上手く出来ず一部が柔らかすぎたり一部が硬すぎたりとムラが出てしまいました。みそ汁は美味しく出

来ました。味噌の量が丁度良く、大根や油揚げにもいい具合に火が通り、自分好みの味に出来ました。スクラン

ブルエッグとベーコンは火が強すぎたので上手くできませんでしたが味は美味しかったです。   

鮭のホイル焼きはすこし冷めてしまったけど十分美味しかったです。料理の手順を前もって考えておけば冷め

てしまうこともなかったと思うのでそこを次に生かしていきたいです。 

 

 

（田邊スカウト） 

・良かったこと 

良かったことはぶたのあえ物のさとうやしょうゆの量をちょうどよく入れられたのとみそしるの水の量や具

材の量をうまく切れたり、ご飯をちょうどいい感じに(こげずに、ベチョベチョにもならずに)作れた所です。 

・悪かったところ 

悪かった所は目玉焼きのたまごがつぶれてしまったことです。それと具材があまったりもしていたのでなるべく

全ての具材を使えるようにしたいです。 

今回の料理をもとに、これからは少し料理をやってみたいと思いました。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  安藤スカウト・作       田邊スカウト・作        藤倉スカウト・作 
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2021 年が幕を閉じますが、皆さんにとっての 2021 年はどんな年でしたか？ 

日本では東京オリンピック・パラリンピックが開催されましたね。世界的に言えば各地いろ 

いろな出来事があったかと思いますが、コロナ禍で 2 年目を過ごした事実は世界共通ですね。 

そんな 2021 年の年末ですが、私は先週「しめ縄作り」に参加！夏に刈り取った藁（わら） 

を使って編んでいく、二人一組の楽しい体験でした。来年の年末はみんなでしめ縄作りなどお正月にまつわる行

事がしたいな～と思いながら作業していました。教えてくれた礼法指導士さんより、お正月の豆知識なるお話も

ありました。 

大人の私もなるほど～と思いましたので、スカウトの皆さんにも少しだけお伝えしますね！ 

そもそも「お正月の目的って何だろう？」 

ひとことで言えば、「年神様をお迎えし、1 年の健康と五穀豊穣を願う！」ということ。 

[年神さま] 五穀豊穣を司る神様  

[五穀豊穣]（ごごくほうじょう）五穀は米・麦・栗・豆・黍（きび）または稗（ひえ） 

そして、新年に年神さまを自宅にお迎えするために用意するものが門松やしめ飾り、鏡餅等です。 

[門松] 神様は門松を目印に降りてきてくれます。 

[しめ飾り] 聖域を表し、悪い気を払ってくれます。年神さまも安心して入っていらっしゃいますように。  

[鏡餅] 年神さまの魂が宿る供物（そのお供えのおもちを食べる事で 1 年間健康な体に） 

 

もう 1 つ、大掃除は 12 月 13 日から 29 日までに、お正月飾りは 12 月 28 日か 30 日に、29 日は二重苦

で、31 日は一夜飾りと言って NG との事！一つ一つの慣習にも意味があって、奥深いですね。 

 

皆さん良い年をお迎えください。それぞれが実りある 2022 年を！！ 

（藤倉スカウト） 

今回、僕はご飯・味噌汁・スパム丼・目玉焼きを作りました。出来としては、ご飯は少し水っぽくなってしま

い、味噌汁は作ってから食べるまでに時間が空いてしまったので少し冷えてしまっていました。 

スパム丼は味付けを上手くすることができたので美味しくできました。また、目玉焼きも少し黄身は割れて

しまいましたが、美味しくできました。ただ今回は火起こしが全然上手くいかなくてマッチをたくさん使って

しまったことが失敗でした。 

1 本目のマッチでは木に火が燃え移らなくて失敗してしまい、2 本目のマッチでは木には燃え移ったものの

料理の準備をしている間に消えてしまいました。野営などではマッチ 1 本が貴重になってくるので、無駄にし

ないようにしたいです。 

普段家でするには簡単なことも外でやると一気に難しくなるので今回の失敗や経験を活かしてキャンプにも

応用して同じ失敗はしないようにしたいです。 


